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平
成
23
年
度
の
町
全
体
の
予
算
総
額
は
、

80
億
９
千
百
81
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
０
．
３
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
つ
い
て
、
自
主
財
源
の
確
保
に
最
大
限

努
め
、
経
常
的
経
費
の
見
直
し
や
、
縮
減
を
行
い
、
歳

出
予
算
の
効
率
化
に
取
組
み
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。
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平
成
23
年
度
主
要
施
策

◎　

子
宮
頸
が
ん
や
小
児
用
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
事
業

◎　

特
定
健
康
診
査
（
65
歳
未

満
対
象)

負
担
金
無
料
化
継
続

及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
個
人
負
担

金
の
引
き
下
げ

◎　

65
歳
以
上
の
特
定
高
齢
者

（
将
来
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

率
が
高
い
方
）
に
介
護
予
防
事

業
や
介
護
予
防
啓
発
事
業
と
し

て
、
温
泉
施
設
を
利
用
し
た
事

業◎　

町
立
病
院
に
お
い
て
「
夕

暮
れ
診
療
」
事
業

◎　

義
務
教
育
終
了
ま
で
の「
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
の
継

続◎　

ご
み
不
法
投
棄
監
視
業
務

を
継
続

◎　
「
資
源
ご
み
団
体
回
収
奨
励

金
制
度
」
を
創
設

◎　
「
一
般
農
道
保
全
対
策
事
業

の
調
査
計
画
」
に
着
手　

◎　
「
六
戸
地
区
集
落
基
盤
整
備

事
業
」
に
着
手

◎　

カ
メ
ム
シ
防
除
対
策
事
業	

◎　

南
部
祭
囃
子
大
競
演
会
事

業
等
に
支
援

◎　

六
戸
小
学
校
耐
震
補
強
改

修
工
事

平成23年第2回定例会は、3月4日招集され、11日までの8日間の会期で開催しました。
提案された議案は協議議案2件、条例議案3件、認定・変更議案3件、予算議案15件で
いずれも原案どおり決まりました。
　また、一般質問には、2名の議員が理事者側の所信をただしました。

（単位：千円）

会 計 名 当 初 予 算 対 前 年 度
増 減 額 増 減 率

一 般 4,585,000 47,000 1.0%
国 民 健 康 保 険 1,359,000 27,111 2.0%
国保病院　収益的 588,520 △ 16,193 △ 2.7%
　　　　　資本的 22,652 △ 247 △ 1.1%
下 水 道 306,731 △ 70,078 △ 18.6%
農 業 集 落 排 水 124,103 △ 17,596 △ 12.4%
介 護 保 険 998,780 △ 2,239 △ 0.2%
後 期 高 齢 者 医 療 97,511 △ 1,759 △ 1.8%
霊 園 9,513 7,756 441.4%
合 計 8,091,810 △ 26,245 △ 0.3%

平成23年第２回定例会

「将来にわたり持続可能な行財政運営の確立」

一
般
会
計
４
５
億
８
千
５
百
万
円
で
計
上

予
算
の
総
額
は
８
０
億
９
１
８
１
万
円

（
前
年
比
０
．
３
％
減
）
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議会費 77,469
総務費 
667,344

民生費 
1,229,742

衛生費 
311,054

労 　　働 費
42,496農林水産業費 224,732

商工費 
41,916

土木費 
662,243

消防費 230,370

教育費 537,381

災害復旧費 53
公債費 555,200

町税
836,105

地方交付税
1,911,000

譲与税・交付金
217,300

国・県支出金 
823,207

町債 390,500

繰入金 245,126 その他 161,762

３ ろくのへ議会だより № 68

「将来にわたり持続可能な行財政運営の確立」

【 歳 入 】 （単位：千円）
項 目 23 年度 前年比

町 税 836,105 △ 60,250
地 方 交 付 税 1,911,000 △ 10,000
譲与税・交付金 217,300 2,499
国・県支出金 823,207 112,087
町 債 390,500 75,600
繰 入 金 245,126 △ 76,499
そ の 他 161,762 3,563

計 4,585,000 47,000

◎　

開
知
小
学
校
特
別
教
室
防

音
機
能
復
旧
工
事
や
七
百
中
学

校
の
屋
根
改
修
工
事
（
塗
装
）

◎　

メ
イ
プ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
や

総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
る
、

各
種
大
会
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興◎　

町
営
住
宅
「
舘
野
団
地
」

の
整
備
や
若
者
夫
婦
に
対
し
て

家
賃
補
助
を
行
う
「
若
者
定
住

支
援
事
業
」
の
推
進

◎　
「
古
里
・
沖
山
線
等
幹
線
道

路
」
の
補
修
工
事
や
凍
結
防
止

剤
散
布
車
を
更
新

一 般会計予算概要
【 歳 出 】 （単位：千円）

項 目 23 年度 前年比
議 会 費 77,469 2,826
総 務 費 667,344 △ 78,183
民 生 費 1,229,742 109,073
衛 生 費 311,054 12,268
労 働 費 42,496 42,316
農林水産業費 224,732 23,047
商 工 費 41,916 △ 1,784
土 木 費 662,243 △ 15,106
消 防 費 230,370 △ 9,454
教 育 費 537,381 15,397
災 害 復 旧 費 53 0
公 債 費 555,200 △ 53,400
予 備 費 5,000 0

計 4,585,000 47,000
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平
成
23
年
３
月
８
日
・

10
日
の
予
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
慎
重
審
議
し
た

結
果
を
母
良
田
昭
予
算
特

別
委
員
会
委
員
長
が
11
日

の
本
会
議
に
お
い
て
報
告

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
歳
入

河
野　
豊
委
員

Ｑ　

固
定
資
産
税
が
減
に
な
っ

て
い
る
要
因
を
問
う
。

棟
方
税
務
課
長

Ａ　

固
定
資
産
税
減
の
主

な
も
の
は
、
路
線
価
で
は

千
四
百
四
十
万
円
、
家
屋
で
は

六
百
九
十
万
円
、
Ｊ
Ｒ
等
の
償

却
資
産
千
四
百
四
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

河
野　
豊
委
員

Ｑ　

小
松
ケ
丘
で
は
整
備
済
み

の
土
地
が
、
請
負
会
社
の
倒
産

に
よ
り
塩
漬
け
状
態
に
な
っ
て

い
る
が
、
倒
産
後
未
納
に
な
っ

て
い
る
固
定
資
産
税
は
ど
の
く

ら
い
か
。

棟
方
税
務
課
長

Ａ　

個
別
に
は
公
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

町
長

Ａ　

弁
護
士
の
方
が
管
理
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
職
員
を
派
遣

し
２
千
万
円
ぐ
ら
い
は
納
税
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
的
な
こ
と

で
実
態
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
が
毎
年
請
求
は
し
て
い
ま

す
。

河
野　
豊
委
員

Ｑ　

地
主
が
わ
か
る
こ
と
で
土

地
も
売
り
や
す
く
な
り
、
経
済

の
活
性
化
が
図
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長

Ａ　

固
定
資
産
税
を
含
め
、
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
様
な

環
境
づ
く
り
が
町
の
役
目
で
あ

り
、
小
松
ケ
丘
に
特
化
し
た
こ

と
で
は
な
く
、
全
町
を
考
え
た

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
民
間
の

方
々
に
ア
シ
ス
ト
で
き
る
よ
う

な
努
力
を
し
た
い
。

河
野　
豊
委
員

Ｑ　

町
民
バ
ス
運
行
費
の
委
託

料
が
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
問
う
。

坂
本
総
務
課
長

Ａ　

22
年
度
は
長
期
契
約
（
三

年
間
）
の
初
年
度
で
、
設
計
額

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
23
年
度

は
入
札
結
果
に
基
づ
い
て
計
上

し
た
た
め
、
減
と
な
り
ま
し
た
。

川
村　
重
光
委
員

Ｑ　

公
用
車
修
繕
費
に
関
連
し

て
公
用
車
の
台
数
と
修
理
を
行

っ
た
業
者
の
中
で
地
元
の
業
者

は
ど
の
く
ら
い
か
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

坂
本
総
務
課
長

Ａ　

一
般
車
両
は
22
台
、
バ
ス

８
台
、
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

車
検
・
修
理
は
地
元
の
業
者
に

依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

一
回
目
の
車
検
と
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ト
車
は
購
入
し
た
業
者
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。

川
村　
重
光
委
員　

Ｑ　

地
元
業
者
へ
の
発
注
が
少

な
い
と
理
解
し
て
い
い
で
す
か
、

ま
た
、
そ
の
詳
細
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

坂
本
総
務
課
長

Ａ　

22
年
度
の
内
訳
と
し
て
７

台
の
車
検
の
う
ち
、
４
台
は
購

入
し
た
業
者
へ
、
２
台
は
地
元

業
者
へ
、
バ
ス
１
台
は
デ
ー
ラ

ー
へ
依
頼
し
ま
し
た
。
21
年
度

一
般
会
計

予 算 特 別
委 員 会
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で
は
９
台
の
う
ち
５
台
ほ
ど
地

元
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
た
。

川
村　
重
光
委
員

Ｑ　

地
場
産
業
の
活
性
化
の
た

め
、
地
元
業
者
に
依
頼
し
て
も

ら
い
た
い
。

坂
本
総
務
課
長

Ａ　

な
る
べ
く
、
地
元
を
利
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
田
中　
豊
博
委
員

Ｑ　

予
防
費
の
中
の
高
齢
者
予

防
接
種
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
予
防
接
種
か
、
ま
た
、
高
齢

者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
も
予
算

化
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
肺

炎
の
罹
患
率
が
高
い
の
か
、
扶

助
費
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
助
成
金
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
対
す
る
助
成
金

な
の
か
を
問
う
。

保
土
沢
町
民
福
祉
課
長

Ａ　

高
齢
者
予
防
接
種
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
死
亡

原
因
の
お
も
な
も
の
が
肺
炎
で

あ
る
た
め
、
予
防
接
種
を
す
る

も
の
で
す
。
助
成
金
と
あ
る
の

は
、
町
外
の
医
療
機
関
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
し

た
場
合
は
、
医
療
費
を
支
払
っ

て
来
る
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る

助
成
と
い
う
こ
と
で
支
払
う
も

の
で
す
。

田
中　
豊
博
委
員

Ｑ　

ヒ
ブ
予
防
接
種
に
つ
い
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

保
土
沢
町
民
福
祉
課
長

Ａ　

乳
幼
児
に
対
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
こ
と

で
す
。

苫
米
地　
繁
雄
委
員

Ｑ　

カ
メ
虫
の
防
除
対
策
は
、

４
・
５
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る

が
、
昨
年
は
温
暖
化
が
原
因
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
異
常
発
生

を
し
ま
し
た
。

　

農
家
は
、
防
除
費
に
１
千
万

円
ぐ
ら
い
か
け
て
い
ま
す
。
防

除
対
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
と
、

し
な
い
と
こ
ろ
が
混
在
し
た
た

め
、
効
果
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
予

算
に
、
６
百
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
２
分
の
１
の
補
助
を
し

て
く
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
よ

い
か
。

松
村
産
業
課
長

Ａ　

昨
年
は
、
温
暖
化
に
よ
っ

て
カ
メ
虫
の
異
常
発
生
が
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
防

除
で
き
な
か
っ
た
方
々
に
も
、

防
除
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
薬
剤
購
入
費
の

２
分
の
１
の
補
助
金
を
計
上
し

ま
し
た
。

苫
米
地　
繁
雄
委
員

Ｑ　

薬
剤
を
有
効
活
用
す
る
に

は
、
防
除
方
法
と
し
て
、
野
焼

と
並
行
し
て
行
う
こ
と
が
効
果

的
だ
と
思
う
が
。

町
長

Ａ　

野
焼
き
は
最
も
効
果
的
だ

と
思
う
が
、
消
防
法
や
環
境
の

問
題
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
消
防
の
許
可
を
含

め
調
査
を
し
ま
す
。

小
原　
一
男
委
員

Ｑ　

高
齢
者
の
予
防
接
種
は
、

対
象
が
何
歳
以
上
か
ら
で
、
周

知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
を
問
う
。

保
土
沢
町
民
福
祉
課
長

Ａ　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
65

歳
以
上
、
肺
炎
球
菌
は
75
歳

以
上
が
対
象
に
な
り
ま
す
、
ま

た
、
周
知
方
法
は
、
六
戸
町
広
報
、

回
覧
、
個
人
通
知
等
で
行
っ
て

い
ま
す
。

田
中　
豊
博
委
員

Ｑ　

学
校
建
設
費
の
、
七
百
中

学
校
屋
根
修
繕
と
あ
り
ま
す
が
、

建
設
年
数
が
た
っ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
修
繕
の
内
容
は
。

円
子
教
育
課
長

Ａ　

修
繕
内
容
は
屋
根
の
塗
装

で
す
。

苫
米
地　
繁
雄
委
員

Ｑ　

転
圧
ロ
ー
ラ
ー
の
借
上
費

を
計
上
し
て
あ
る
が
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
転
圧
は
、
砂
を
入

れ
た
う
え
で
転
圧
し
て
も
ら
い

た
い
。

円
子
教
育
課
長

Ａ　

今
年
は
砂
を
入
れ
た
う
え

で
転
圧
し
ま
す
。



町
長

町
長

質
問

質
問
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１
．
町
内
七
箇
所
で
行
わ
れ

た
、
行
政
懇
談
会
へ
の
町
民
の

参
加
者
数
と
反
応
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
。　

　

２
．
懇
談
会
で
の
町
民
の
声

を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
町
政
に

反
映
し
て
い
く
か
。

　

３
．
懇
談
会
の
継
続
開
催
の

予
定
は
あ
る
か
。

　　

１
．
行
政
報
告
会
及
び
懇
談

会
は
二
日
間
で
九
十
八
名
の
方

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

新
聞
等
で
、
地
方
自
治
体
の
財

政
状
況
の
見
通
し
な
ど
が
報
道

さ
れ
る
中
で
「
六
戸
町
は
ど
う

か
」
と
い
う
不
安
や
疑
問
に
対

し
、
当
町
の
財
政
状
況
や
行
政

改
革
の
内
容
、
主
要
施
策
等
を

説
明
し
、
六
戸
町
の
現
状
を
ご

理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

２
．
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
や
ご
提
言
の
な
か
で
、
す

ぐ
に
で
も
実
施
可
能
な
も
の
は
、

現
場
を
確
認
す
る
な
ど
対
応
を

指
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
的
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

３
．
地
域
の
課
題
に
対
し
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
協
働
し
な

が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
過
程
で
必
要
と
考
え
た
と

き
に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

１
．
米
価
下
落
の
状
況
の
中
、

農
家
に
対
し
て
の
支
援
策
・
指

導
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

　

２
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
）
に
対
し

て
町
長
の
見
解
は
。

　

３
．
農
業
支
援
策
と
し
て
無

利
子
・
無
担
保
の
農
業
基
金
を

創
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。　

　

１
．
南
部
地
域
で
作
況
指
数

は
百
五
の
「
や
や
良
」
で
あ
り
、

収
量
に
よ
る
影
響
は
少
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
品
質
は
、

カ
メ
ム
シ
等
の
被
害
に
よ
り
、

二
十
一
年
産
に
比
べ
約
二
十
ポ

イ
ン
ト
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
価
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
年

産
の
概
算
金
よ
り
下
回
っ
た
も

の
の
、
今
年
度
モ
デ
ル
対
策
と

し
て
始
め
た
戸
別
所
得
補
償
制

度
に
よ
る
「
定
額
助
成
」
と
、

販
売
価
格
の
下
落
部
分
を
補
て

ん
す
る
「
変
動
部
分
」
の
交
付

金
を
合
わ
せ
る
と
、
二
十
一
年

産
並
み
の
米
価
の
推
移
と
な
っ

て
お
り
、
農
家
へ
の
影
響
は
緩

和
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
の
被
害
対

策
と
し
て
、
農
家
負
担
の
軽
減

並
び
に
良
品
質
米
の
確
保
を
図

る
た
め
、
薬
剤
購
入
費
の
助
成

を
行
う
と
と
も
に
、
指
導
に
つ

い
て
も
営
農
講
座
・
現
地
指
導

会
等
を
開
催
し
周
知
を
図
り
ま

す
。

　

２
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

全
国
町
村
会
等
関
係
団
体
か
ら

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
検
討
を
撤
回

す
べ
き
」
と
い
う
要
望
書
を
政

府
へ
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
民
主
党
及
び
自
由
民

主
党
そ
れ
ぞ
れ
の
県
支
部
長
へ

町
村
会
副
会
長
と
し
て
、
同
様

の
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
政
府
は
こ
の
要
望

書
を
無
視
し
「
関
係
国
と
の
協

議
を
開
始
す
る
」
旨
の
基
本
方

針
を
決
定
の
上
、
６
月
を
め
ど

に
参
加
の
是
非
を
決
め
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
農
業
の
現
状
を
無

視
し
、
さ
ら
に
慎
重
さ
を
欠
い

た
対
応
で
あ
り
、
町
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
の
で
、
今
後
、
国
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
県
町
村
会

等
関
係
機
関
と
連
携
し
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　

３
．
現
在
、
町
で
は
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
い

て
、
認
定
農
業
経
営
者
に
対
し

て
、
利
子
補
給
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
基
金
に
対
し
て
の
取
り

組
み
は
、
青
森
県
で
も
創
設
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
の

で
、
今
後
関
係
機
関
等
か
ら
の

情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

円
子 

徳
通

議　
員

行
政
懇
談
会
時
の
町
民
の
声
は

農
業
政
策
を
問
う

　
一
般
質
問



町
長

町
長

質
問

質
問
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町政を知るいい機会 !!

次回定例会は6月上旬を予定しています。
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官
庁
街
線
の
全
線
開
通
の
解

決
に
向
け
た
工
程
表
を
だ
し
、

町
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、
前
回
の
質
問
で
、
町

長
自
身
が
直
接
話
し
合
い
を
す

る
と
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
の
進
展
は
あ
る
か
。

　

六
月
定
例
議
会
で
ご
質
問
を

い
た
だ
い
た
後
に
、
直
接
話
し

合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
現
段

階
で
は
、
相
手
方
の
問
題
の
解

決
の
方
法
が
見
つ
か
ら
な
い
状

態
で
す
の
で
、
町
と
の
手
続
き

上
の
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
問
題
の
解
決
に
向

け
て
相
談
に
協
力
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

１
．
町
道
除
雪
体
制
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
は
。

　

２
．
除
雪
は
迅
速
、
安
全
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
安
全
教

育
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

１
．
町
の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
と

町
内
の
建
設
業
者
に
委
託
し
、

業
者
が
所
有
し
て
い
る
除
雪
作

業
が
で
き
る
建
設
機
械
で
町
道

の
幹
線
に
つ
い
て
朝
7
時
ま
で

に
終
了
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
現
段
階
で
は
、
体
制
的
に

は
問
題
が
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
設
機
械
が
減
少

し
た
場
合
は
、
そ
の
体
制
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

　

２
．
安
全
教
育
に
つ
い
て
各

業
者
を
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を
有
し
た

者
が
担
当
し
、
各
工
事
現
場
に
お

い
て
安
全
訓
練
を
実
施
し
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て

は
、
安
全
に
は
配
慮
し
て
い
る
と

回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

資
格
、
重
機
の
車
検
等
を
確
認

し
契
約
し
て
い
ま
す
。

官
庁
街
線
全
線
開
通
に
つ
い
て
問
う

河

野

 

豊
議　
員

町
除
雪
体
制
を
問
う

 

◎
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業

団
に
委
託
す
べ
き
事
業
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議

　

二
十
三
年
度
に
負
担
す
る
額

12
万
５
千
円
。　

◎
第
４
次
六
戸
町
総
合
振
興
計
画
基

本
構
想
を
定
め
る

◎
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

老
人
保
健
制
度
廃
止
に
伴
い
、
改

正
し
ま
し
た
。

◎
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

メ
イ
プ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
の
電
光
掲

示
板
の
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
。

◎
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

　

道
路
占
用
料
の
額
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

六
戸
中
学
校
耐
震
補
強
改

修
工
事
は
追
加
工
事
に
伴
い
、

二
百
二
十
九
万
二
千
百
五
十

円
を
追
加
し
二
億
九
千
八
百

三
十
九
万
二
千
百
五
十
円
と
し
ま
し

た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

開
知
小
学
校
構
内
整
備
工
事
は
遊

具
の
追
加
工
事
、
時
計
塔
の
新
設
に

伴
い
、
百
六
十
九
万
四
千
七
百
円

を
追
加
し
六
千
五
百
二
十
一
万

九
千
七
百
円
と
し
ま
し
た
。

◎
町
道
の
路
線
変
更
及
び
廃
止

　

第
七
大
曲
線
を
路
線
変
更
し
、
大

曲
・
木
ノ
下
線
は
廃
止
し
ま
し
た
。

議
案
審
議

　
一
般
質
問
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会 計 補 正 前 補 正 額 補 正 後 補正の主なもの（単位：千円）

一 般 会 計 5,032,587 18,354 5,050,941

ふるさと基金積立 7,020
補装具給付事業 936
身体・知的・精神障害者（児）介護・訓練等給付費 1,804
インフルエンザ等予防接種業務 2,384
除雪委託ほか 5,000
工事請負費（町道沖山・岡沼線ほか） 13,995
住宅施設費（舘野団地整備等） △ 10,160
消防出動費用弁償 1,200
用地取得費（小学校用地） 15,906

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 1,341,811 19,189 1,361,000 退職被保険者等療養給付費等 10,000

高額医療費共同事業医療費拠出金 3,260
国 民 健 康 保 険
病 院 事 業 特 別
会計（収益的）

615,581 △ 27,257 588,324

下 水 道 事 業
特 別 会 計 364,436 △ 9,428 355,008 工事請負費 △ 8,391

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 1,120,827 18,210 1,139,037 介護サービス給付費等 18,131

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 100,989 △ 6,393 94,596 広域連合負担金 △ 6,290

霊 園 事 業
特 別 会 計 1,784 △ 307 1,477 霊園管理費 △ 307

河
野　
豊
議
員

Ｑ　

霊
園
管
理
費
が
減
額
さ
れ
る
こ
と

は
、
墓
地
が
売
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
何
区
画
売

れ
た
の
か
、
ま
た
、
買
わ
れ
た
方
々
の
地

域
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

下
田
建
設
下
水
道
課
長

Ａ　

霊
園
の
販
売
区
画
数
は
、
21
年
度
は

22
区
画
で
、
22
年
度
は
２
区
画
で
す
。

　

地
域
の
分
析
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

小
松
ケ
丘
地
域
の
方
々
が
主
で
す
。ま
た
、

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
六
戸
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

  
平
成
22
年
度

 
一
般
会
計
・
特
別
会
計

 
補
正
予
算

編

集

後

記

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

は
、
甚
大
な
被
害
と
犠
牲
者
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

幸
い
に
も
当
町
で
は
心
配
さ

れ
た
被
害
は
な
い
も
の
の
、
東

北
・
関
東
地
方
の
ほ
と
ん
ど
の

生
産
工
場
が
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
品
不
足
か
ら
の
経
済
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、
町
民
一
人

ひ
と
り
、
心
を
一
つ
に
し
て
夢

と
希
望
を
持
ち
つ
つ
、
前
向
き

に
進
む
な
ら
、「
越
え
ら
れ
な

い
試
練
は
な
い
」
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
、「
議
会
活
動

を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
見
て
も
ら
え
る
紙
面
づ
く

り
」
を
心
が
け
て
編
集
委
員
一

同
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
方
々
に
ご
愛
読

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長

円
子
徳
通

款 項 事 業 名 金額（千円）
  8 土木費 2　道路橋りょう費 町道整備事業 15,000
10 教育費 2　小学校費 図書館整備事業（小学校） 450
10 教育費 3　中学校費 図書館整備事業（中学校） 300
10 教育費 3　中学校費 六戸中学校耐震補強関連事業 31,237
10 教育費 4　社会教育費 図書館整備事業（図書館） 3,017

■ 繰 越 明 許 費

▼
一
口
メ
モ

繰
越
明
許
費

　

年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
算
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰

越
し
て
支
出
で
き
る
。


